
七つの里七ヶ宿小学校
学 校 だ よ り

七ヶ宿中学校

望湖克己学館だより
【学校教育目標】　「確かな学力と豊かな人間性を身につけ、志をもち、たくましく生きる生徒の育成」

【学校教育目標】	 かしこく、やさしく、たくましい児童の育成
	 「やるき」「しょうじき」「げんき」 三つの 「き」 を育む

⑫⑬ 広報しちかしゅくNo.722令和３年３月１日号

練習の成果を発揮したスキー大会！
　計画した４回のスキー教室を通して、児童のスキー技術が上達していま
した。そして２月10日、少し風はありましたが良いコンディションの中、
七ヶ宿町学校スキー大会が行われました。練習してきたターンで次々と旗
門を通る子供たち。スピードにのった滑りを見せてくれました。特に、１・

２年生やスキーに慣れていなかった子供た
ちの上達ぶりに感心しました。来場してくだ
さった保護者の皆様、応援ありがとうござい
ました。そして、スキー場やスキークラブ等
の関係者の皆様のご協力に感謝いたします。

　２月10日、第36回町学校スキー大会が七ヶ宿スキー場を会場に行われました。前
日から降り続いた雪も止んで、朝から好天に恵まれ絶好のコンディションの中で行わ
れました。
　1月12日から4回のスキー教室を実施して、大会に備えてきました。七ヶ宿スキー
クラブの方々にご指導をいただき、上級者はもとより初心者も回を重ねるごとに上手
に滑走する様子が見られました。特に、今シーズンからスキーを始めた３名は、当初
大会に出場できるか心配していましたが、そんな不安がなくなるくらい上達し、大会
に参加しました。
　小学生から順番にスタートして、いよいよ中学生の出番。いざ、スタートラインに
立つと表情も一変し、緊張の様子がこちらにも伝わってきました。種目は大回転、2
本の合計タイムで競い合いました。
　会場には、朝早くから保護者や家族の方が来場し、選手に大きな声援と拍手をいた
だき、本当にありがとうござました。結果は以下の通りです。優勝、入賞したみなさ
んおめでとうございます。
　　　　男子大回転	 女子大回転
　　　　第1位　梅津祁良くん	 第1位　今野かれんさん
　　　　第2位　佐藤風雅くん	 第2位　髙橋　　蘭さん
　　　　第3位　品田晴也くん	 第3位　松木　優奈さん
　そして、前日の準備から大会終了後の片づけを競技役員の方々と一緒に手伝うこと
ができたこと、解散する際には笑顔でいられたことが一番うれしく思いました。

　1月28日、将来への職業観を広げることをねらいとし
て、キャリア講演会をオンラインで実施しました。
　講師には、日本たばこ産業（株）の二関さん、花王プロ
フェッショナルサービス（株）の髙橋さん、オタフクソー
ス（株）マレーシアの藤原さん、そして（株）不二家の新井
さんの４名です。名前は知っているけどなかなか接する
ことがない職業に従事している方から直接話を聞く良い
機会となりました。
　講師の皆さんからは、現在の職業に就いた動機や仕事
の魅力、中学や高校、大学生活での思い出、そして七中
生に対してメッセージを話していただきました。その中
で、４人に共通していたのは、「英語」が話せることで、
自分の可能性や仕事にも幅が広がったと話していました。
　生徒は、講師の話に真剣に耳を傾け、貴重な話を聞い
て感激していました。

　２月２日、2000年の有珠山噴火で犠牲者を
一人も出さなかった取組に携わった北海道大学
名誉教授の宇井忠英様をオンラインで招いて講
演会を実施しました。 
　宇井先生から、当時の資料や被害の状況を
生徒が使用しているタブレットに映してもらい、
火山防災への備えや住民としてできることにつ
いて、分かりやすく解説してもらいました。
　また、蔵王山の噴火の可能性と七ヶ宿町への
影響について、「判断は非常に難しいが、七ヶ
宿町には冬の時期、北西の風が吹いた時に、噴
火が起きた場合は、影響があるかも知れない。
日本は火山立国なので、どこにいても地震や噴
火が起きることを前提にして普段から防災の意
識を持つことが大切である。」と、説明していた
だきました。

第 36 回町学校スキー大会　～スキー教室の成果を存分に発揮しました～

キャリア講演会「雪国こころざしプロジェクト」
～社会で活躍する方から熱いメッセージ～

防災・安全講話
～火山とともに生きること～

　１月25日に、解け残った雪を頼りにクロスカントリースキー教室を実施し
ましたが、その後、週末までの降雪不足によりクロスカントリースキー大会を
中止としました。翌週は打って変わって雪がどんどんと降り積もったため、職
員で校庭の雪を圧雪して活動環境を整え、各学年で体育の授業としてクロスカ
ントリースキー体験を行いました。校庭いっぱいに広がる雪面で、思う存分楽
しむことができました。初シーズンの１年生にとっても十分な活動となりまし
た。アルペンスキーとは違った運動のため、初めは多くの児童が戸惑っていま
したが、少しずつ感覚を覚え、すいすいと前に進めるようになっていきました。
さすが七ヶ宿の子供たちです！

　２月１日、６年生の卒業を前に児童会の引
継ぎを行いました。６年生から下級生へ「よ
り良い学校となるよ
うに頑張ってくださ
い」とメッセージが
ありました。来年度
の在校生の活躍を期
待しています。

　２月５日、６年生にとって最後の授業参観を行いました。
国語の授業では自作の俳句を読み合い、どの句が気に入っ
たかを理由を付けて紹介しました。参観された保護者の皆
様はどの句が気に入りました
か？
　つばさ学級では、ミシンの
使い方を学びました。上手に
ミシン縫いができました。

たっぷりの雪でクロスカントリースキー！

児童会引継ぎ式 ６年生授業参観

町学校スキー大会メダリスト
１・２年女子　髙橋　芽依
１・２年男子　橋本　星矢
３・４年女子　森下　舞子
３・４年男子　植草　佑麻
５・６年女子　髙橋　　菫
５・６年男子　今野　太陽

高学年児童の中には、スケーティングですいすいと滑る子もいます！

＜全国教育美術展＞
　全国「特選」　　２年　橋本　星矢　　４年　今野ひまり
＜宮城県小中学校書きぞめ展覧会＞
　〔硬筆の部〕「地区優秀賞」　　４年　成田　睦雪　　６年　齋藤　郁実　　６年　成田　侑来
　〔毛筆の部〕「地区優秀賞」　　３年　岡崎つばめ　　６年　田部　一樹
※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症対応のため審査会が実施されませんでした。校内審査により県展出品相当の作品を選出しました。

七 小 っ 子 の 活 躍


